
匝瑳探訪

市長のつぶやき市

　

近
頃
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
新
規
感
染

者
数
も
落
ち
着
き
、

新
た
な
生
活
様
式
の

中
で
も
日
常
が
戻
り

つ
つ
あ
る
な
と
感
じ

る
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来

事
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
最
た
る
も

の
は
、
な
ん
と
言
っ

て
も
八
重
垣
神
社
祇

園
祭
が
３
年
ぶ
り
の

開
催
に
向
け
て
動
き

出
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
匝
瑳
市
を
語

る
上
で
欠
か
せ
な
い
夏
の
風
物
詩
で
あ
り
、

お
祭
り
好
き
の
私
の
心
も
踊
り
ま
す
。
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
取
り
な
が
ら
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
無

事
成
功
に
導
い
て
い
た
だ
き
、
地
域
に
活

力
を
生
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
20
日
に
６
月
定
例
議
会
が

閉
会
し
、
私
か
ら
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
６
議
案
す
べ
て
ご
可
決
賜
り
ま
し

た
。
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
議
員
各

位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
支
援
を
目
的

に
、
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支

援
す
る
特
別
給
付
金
の
支
給
や
市
独
自
支

援
策
第
10
弾
と
し
て
、
物
価
高
騰
家
計
応

194

浅
間
さ
ま

南
山
崎
を
歩
く

　
「
海
開
き
」「
山
開
き
」
と

い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
時
期

を
迎
え
ま
し
た
。
山
の
安
全

を
祈
る
「
山
開
き
」
で
広
く

知
ら
れ
て
い
る
の
が
富
士
山

本
宮
浅
間
大
社
（
静
岡
県
富

士
宮
市
）
で
し
ょ
う
。　
　

　

７
月
１
日
に
富
士
登
山
の

山
梨
県
側
吉
田
ル
ー
ト
で
山

開
き
す
る
こ
と
と
関
係
す
る

の
か
、
こ
の
日
に
「
浅
間
参

り
」
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
ご
ろ
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
、「
田
町
の
浅

間
様
」
と
呼
ば
れ
る
天
神
山

公
園
（
中
央
地
区
）
に
ま
つ

ら
れ
る
浅
間
神
社
に
こ
の
日

の
早
朝
、
浴
衣
姿
に
は
だ
し

で
お
参
り
し
た
話
を
よ
く
耳

に
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
「
千
葉
県
宗
教
法
人
名
簿
」

記
載
の
市
内
66
社
の
う
ち
、

３
社
の
浅
間
神
社
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
の
１
社
、
南
山

崎
（
吉
田
地
区
）
の
浅
間
神

社
を
紹
介
し
ま
す
。
集
落
は

小
学
校
周
辺
か
ら
入
山
崎
区

へ
の
道
路
に

沿
っ
て
と
神

社
周
辺
に
あ

り
ま
す
。
同

社
は
小
高
い

林
の
中
に
ま

つ
ら
れ
、
90

数
段
の
石
段

の
途
中
に
鳥

居
が
、
上
り

き
る
と
社
殿

が
あ
り
ま
す
。

石
段
と
手
洗

石
は
１
８

５
５
（
安
政

２
）
年
３
月
に
造
立
、
寄
進

さ
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
村
の

鎮
守
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

南
山
崎
村
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
１
６
３
５

（
寛
永
12
）
年
か
ら
で
そ
れ

ま
で
は
山
崎
村
。
こ
の
年
に

入
山
崎
村
と
分
け
ら
れ
、
同

時
に
村
の
支
配
が
二
つ
に
な

っ
た
も
の
の
、
一
部
は
入
山

崎
村
同
様
多
古
藩
領
で
し
た
。

　

正
式
村
名
は
南
山
崎
村

で
す
が
、
村
人
た
ち
の
間

で
は
「
山
崎
村
」
や
「
両
山
崎

村
」（
１
７
５
３
・
宝
暦
３

年
）
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
１
８
４
５（
弘
化
２
）

年
の
家
数
は
15
軒
、
１
８
７

４
（
明
治
７
）
年
に
は
21
軒

に
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
例
は
東
小
笹
、

西
小
笹
（
と
も
に
共
興
地

区
）に
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
宗
教
法
人
名
簿
登
録

は
３
社
だ
け
で
す
が
、
江
戸

時
代
に
は
小
高
い
山
林
や
神

社
境
内
な
ど
に
石せ

き

祠し

（
石
の

宮
）
が
ま
つ
ら
れ
、「
浅
間
さ

ま
」
と
し
て
広
く
信
仰
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
73
・
０
０
８
０

浅間神社の石段

援
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
、
子
ど
も
の
給
食

費
な
ど
の
免
除
や
助
成
、
農
林
漁
業
者
の

生
産
販
売
に
係
る
費
用
の
一
部
助
成
な
ど

の
事
業
費
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
私
が
掲
げ
ま
す
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
や
重
点
施
策
に
関
す
る
事
業
費
も

計
上
。
今
月
号
２
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、「
ま
ち
づ
く
り

市
長
出
前
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

は
私
が
何
を
考
え
、
市
で
何
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
、

と
も
に
ま
ち
を
良
く
し
て
い
く
と
い
う
思

い
を
共
有
し
、
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
が
で

き
る
よ
う
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
々
に

気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
一
般
行
政
職
は
上

級
職
を
採
用
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和

５
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
匝
瑳
市
職
員

に
一
般
行
政
職
初
級
の
採
用
も
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
年
度
か
ら

は
市
役
所
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

（
就
業
体
験
）
の
導
入
に
向
け
た
準
備
も

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
関
わ
り
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
匝
瑳
市
が
大
好
き
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ぁ
夏
の
始
ま
り
で
す
。
少
し
ず
つ

日
常
を
取
り
戻
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

 

匝
瑳
市
長
　

宮
内
康
幸

日常生活へ
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募
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中

課題図書
　第68回青少年読書感想文全国コン
クールの課題図書は、八日市場図書館・
のさか図書館で、各１冊ずつ所蔵して
います。
　貸し出しは、子ども１人に付き１冊
まで（子ども名義の図書館カードでの
み受け付け）、期間は１週間です。予
約の受け付けは、窓口と電話にて、取
り置きは２日間です。
　まだ図書館カードをお持ちでないお
子さんは、カードを作りませんか。そ
の際、健康保険証など本人確認できる
ものが必要です。
　なお、９月以降は、一般の人にも貸

し出します。

ティーンズコーナー
　八日市場図書館には、中高生を中心
とした10代の皆さん向けの本を集めた
ティーンズコーナーがあります。児童
書ではもの足りないけれど、大人の本
は難しそう…という人は、ぜひご利用
ください。小説はもちろん、趣味の本
や学習に役立つ本などを取りそろえて
います。ティーンズコーナーの本は、
背表紙の水色のシールが目印です。

図書館ホームページはこちら
https://www.library.sosa.chiba.jp

『風の神送れよ』
熊谷千世子／作　小峰書店

　家々の疫病神をはらい、地区境まで
送り出す“コト八日行事”。行事のす
べてを任せられた子どもたちが、さま
ざまな困難に立ち向かい、自らの責任
を懸命に果たそうとする姿を描いた物
語です。

『クジラの骨と僕らの未来』
中村玄／著　理論社

　小さな頃から生き物が大好きな著者。
中学生のとき、骨格見本に興味を持ち、
死んでしまったペットのハムスターの
墓暴きを思いつく。骨から始まった、
クジラ博士の研究航海記です。

●休館日…毎週月曜日、７日（木）、19日（火）

図書館だより問八日市場図書館☎73－3746（17時まで） おすすめの本
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水
色
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疎
開
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宏
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先
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絹
莢
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ざ
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縫
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ブ
チ
ッ
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潰
れ
し
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触
の
あ
り 

石
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俳
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和
枝 

推
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鐘
楼
の
鐘
の
に
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の
列 

大
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宜
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青
嵐
十
万
石
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最
中
買
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落
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す
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光
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気
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よ
心
の
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家
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鍵 

鵜
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澄
子

防
犯
は
他
人
事
と
は
思
わ
な
い 

土
屋　

秀
雄

直
ぐ
出
る
な
留
守
番
電
話
身
を
守
る 

中
村　

九

詐
欺
で
す
か
ら
信
じ
て
は
ダ
メ
そ
の
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話 

江
波
戸
京
子

優
し
す
ぎ
る
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た
ら
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だ
っ
た 

小
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栄

戸
締
ま
り
の
確
認
三
度
癖
に
な
る 

安
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幸
恵
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